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　2013年に農林水産省が制定した、再利用が不可能である耕作放棄地に再生可能エネルギー発電の設置を促

す法案を境にソーラーパネルが農地に普及しているのではないかと考えた。そこで、JAXAが公開している、高

画像度土地利用土地被覆図を使用し、具体的にどのような地域にソーラーパネルが普及しているのか、そして

その普及はいつ頃から進んでいるかどうかを調査した。土地被覆図の精度は84.8％であるため、Google

Earthでも照らし合わせ、両方のデータで確認ができたものを今回の対象とした。土地被覆図には細かいものか

ら、広い面積で表示されるものがあったため、連続して表示されているものを対象とした。細かく表示されて

いるものに関しては、今回は対象外とした。 

 

　今回の対象地域を、営農型太陽光発電設備を設置するための農地転用許可実績の多い都道府県1位が千葉県

であったことから、千葉県とした。中でも近年都市開発が進み、住宅、工場、農地など、多様な土地利用が見

られる柏市を対象とした。柏市では、土地被覆図でソーラーパネルが広くみられた地域はX箇所あった。そこ

で、Google Earthと照合した結果、目視でソーラーパネルを確認できた場所はY箇所であった。土地被覆図で

の誤差は、屋上が網目状になった工場がソーラーパネルと認識されていることも確認できた。 

 

　そのY箇所を表にまとめると、工場の屋上に設置されているものがA箇所、農地の上に設置されているものが

B箇所あることが明らかになった。そこで、Google Earthのタイムマシン機能を使用し、いつ頃から設置され

ているのかどうかを検証した。タイムマシン機能では、衛星画像をさかのぼっていくため、雲の影や、雲自体

がかかっていると確認できない場合があった。その中でも確実に設置年がわかるものをまとめると、K箇所が

2012年から2013年に設置されていることが分かった。既述した通り、再利用が不可能である耕作放棄地に再

生可能エネルギー発電の設置を促す法案制定以降に、農地では設置数が増加していることが分かった。ま

た、2012年には固定価格買取制度（FIT法）が制定され、メガソーラーなどの拡大があり、ソーラーパネルを

運営する個人単位の企業が増えた。今回検証した工場の屋上では2012年から増加しているため、関係がある

とみられる。 

 

　まとめると、千葉県柏市においてのソーラーパネルの普及は2012年のFIT法と2013年の再利用が不可能であ

る耕作放棄地に再生可能エネルギー発電の設置を促す法案が制定されたことで、工場の事業者は屋上で、耕作

放棄地や農地の所有者はその所有地で、ソーラーパネルを設置したと考えられる。 

 

　ソーラーパネルの寿命は十数年といわれており、近年老朽化が問題となってきている。2012年頃から一気

に拡大したことで、今後1〜2年で老朽化の問題がもっと深刻になると考えられる。今回の研究内容をもと

に、設置年数の確認や、今後の老朽化等の問題にも応用ができると考えられる。
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